
1年数学　探究の時間 II

三角形の折り紙から
鶴を折ろう！

　
2020年 5月

1 三角形の折り紙から鶴を折ろう！
前の授業の終わりに, 折り紙を配りました. そして

「折り鶴」を折ってくることを宿題としました. 皆さ
んの中には, 鶴を折れない人もひるかもしれません
が, 友達に折り方を教わって, とにかく折ってきてく
ださいとお願いしました.
そして今日の授業になりました. 今日の問題はこう

です.� �
正三角形の折り紙から「折り鶴」を折りましょう� �
　
　皆さんはきっと「そんなこと考えたことない」だと
思いますが, 今日のミッションはこれです.
　「折り鶴」というのは日本の文化！ 正方形の色紙
から折るに決まっているし, 三角形の色紙なんて無い
し, こんなミッションは無意味です！あり得ないとい
えばあり得ないかもしれませんが
　とりあえず, 今日はこれを考えましょう.
　
生徒 A：どう考えろっていうんだ.
生徒 D：前の時間やった
　　　　　「解決した状況を想像する」
　　　　ってのをやってみるか？・・・
先生 T：前時にチラッと言ったことを思い出す
　　　　なんて,えらいなぁ・・・
生徒 D：もしも三角形の紙から
　　　　折り鶴ができたとしら・・・
生徒 A：できあがりないの？
先生 T：ないわけじゃないけど,
　　　　実物なしで考えるところに
　　　　意味があるかも・・・

2 最初はグー！
というわけで, 問題を考えるときの常套手段をマス
ターしましょう.

　
最初は GOAL！
　まずはじめに
　　 GOAL(解決した状況)
　を考える　

生徒 B：どんな形かわからないけど
　　　　「鶴」ができた状態を考えるのね.
生徒 A：見たことないから考えられない・・・
生徒 C：普通の「鶴」みたいなものが
　　　　できるんだよね.
先生 T：みなさん,手元に自分が作った鶴が
　　　　ありますよね. それを見てください.

写真 1：普通の鶴
　
生徒 B：見た・・・鶴だね・・・
先生 T：ものを「見る」ときは
　　　　　「分析的に見る」
　　　　ってのに気をつけてね.
　　　　その鶴には何がある？
生徒 B：翼がある
生徒 A：首がある
生徒 C：しっぽがある
先生 T：個数とか,図形的特徴とか・・・
生徒 D：翼は 2つ, 左右対称
先生 T：ということは, 首としっぽが 1つずつ.
　　　　翼は左右対称に 2つ作る
　　　　ということになりますね.
　
　問題を考えるときには「最初はGOAL!」でしたね. こ
のとき「GOAL」は問題文中の言葉を抜き出すだけで
はなくて、「より具体的に」それがどういうものであ
るかをきちんと考えることが重要です.
　
　「今日の問題のゴールは,
　　　正三角形の折り紙から
　　　首が 1つ, しっぽが 1つ, 翼は左右対称に 2つ
　　をつくることであある.」
となりますね.
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　自分が折ってきた「鶴」を, 元の正方形ににもどし
てみましょうか.

写真 2：普通の鶴を開いたもの
　
先生 T：翼を作っている部分がどこの部分かわかりま
　　　 すか？
　
　首と尾を折り曲げる前に戻したところで、「鶴」を
構成している「首」と「尾」と「翼」が 2つは, どれ
も同じ形になっていますね. 最初の正方形のどの部分
が何になっているか, よくわかるでしょう.
　

ABCD

GHIF

E

首

尾

翼 翼

　
図 1：できた鶴を広げてみた図

　
先生 T：こういうことがわかってくると, 少し考えよ
　　　 うがでてくるのではないでしょうか？

生徒 A：ゴールは, 正三角形の色紙から
　　　 　　　首　と　尾　と　翼 2つ　を作る
　　　 ですね.
生徒 B：「首」というけど,
　　　 正方形から作る場合は・・・
生徒C：上の図 1の中の編みかけ部分の四角形AGEF
　　　 ですね.
生徒 D：だけじゃないよ.
　　　 線分 AFで折って, 三角形 AFDが重なるよ.
生徒 C：ああ・・・そうだね.
生徒 E：ねえ, ねえ・・・
　　　 首の部分も翼になる部分も
　　　 すっかり同じ形じゃない？
生徒 B：ほんとだね.

　
AGEF

　

生徒 C：
　そういわれると,
　　折っている途中で
　　こんな形になったね.
　
　
　
　

図 2：首も尾も翼も同じ形
　

　　写真 3： 写真 4：
図 2の形がでてくる場面

　
生徒 A・こういう形を 4つ作ればいいわけだ・・・
生徒 B：翼は左右対称に配置されないとね.
生徒 C：図 1のように, 正方形から鶴をおるときは,
　　　 三角形 AEDが 4つ作って, その角を半分に
　　　 折って重ねて, 首や翼になる図 2の図形を作
　　　 くったわけだ.
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ABC

図 3：三角形の折り紙

生徒 D：
　三角形の折り紙の中に
　 4つの三角形をとって
　翼になる二つは左右対称
　
生徒 A：
　とりあえず
　　半分に折るか？

　

　　写真 5：

生徒 B：
　一つおると
　同じように三回
　折ってしまうな

　
生徒 C：こうやって折ると
　　　 6つの三角形ができちゃうな
生徒 D：6つできればいいんじゃない？
　　　 4つにすればいい.

　
ABC

図 4：三角形の 4つの部分

生徒E：これだと図 2のような形が 4つできないよね.
生徒 A：まあ、正方形を正三角形にするからなぁ.
生徒 B：多少違うところあるのは仕方がないとして.
生徒 C：でも, 4つの部分はできるんじゃないの？
生徒 D：角を半分に折って, 重なるように折り目を
　　　 考えるとこうなるかな？

　
図 5：こう折ればよい！

　
生徒 E：ゴム膜に描いた正方形を三角形になるように
　　　 変形する・・・ことを想像するぞ・・・
　

⇒ ⇒

⇒ ⇒

図 6：四つの部分を保ったまま変形
　
生徒 E：こう考えると納得だな. 　
　こういう形になるように折ればよいということが
わかりました. でも, それはどう折るのでしょう？
　
　というわけで, 「鶴を折る」というゴールを
　　　「首　と　尾　と　翼を 2枚」作る
　　　「2枚の翼は左右対称に」
と具体的に定めることによって, 考えやすくなりまし
た.
　さらに, 正方形から折られる「鶴」を「観察する」
ことによって, 正三角形から「鶴」を折るために何を
すればよいのか考えることができるようになりまし
た.
　
次に、実際にどうやって折るといいのかを考えること
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にしましょう. 正方形から折る「鶴」は, どうしてあ
のような手順で折るのでしょうか？　ここでも, やは
り, しっかりとお手本を「観察する」ことにしましょ
う.
　
正方形から「鶴」（ ＝首と尾と 2枚の翼 ）がどの
ように折られているか, 同じ図ですが図 1を再掲しま
す. この図から, どのように折られているか考えてみ
ましょう.

ABCD

GHIF

E

首

尾

翼 翼

　
図 7：折り方を考える

　
生徒 A：たとえば首の部分は四角形 AGEFの形の部
　　　 分で作られます.
生徒 B：それはわかるけど,
　　　 　　　どう折られているか？
　　　 が問題だよね.
生徒 C：線分AFを折り目として辺ADと辺AEが重
　　　 なるように折られて重ねられてできていま
　　　 す.
生徒D：対角線ACに関して左右対象となるように, 線
　　　 分AGを折り目として辺ABと辺AEが重な
　　　 るようにもなっているね.
生徒 E：首は ΔAFD が ΔAFE に重ねられ, ΔABG
　　　 が ΔAGE に重ねられてできる四角形AGEF
　　　 の形をつくっているね.
生徒 A：首だけじゃなくて, 尾も翼も全部同じだね.
　
先生 T：この点 Fって,
　　　　どういう点なんでしょうね？
生徒 C：あー！中心だ！

先生 T：おー！世界の中心で愛を叫ぶ、
　　　　あの中心か？
　　　　「三角形の中心」って習ったか？
生徒 A：重心やった・・・
生徒 D：重心じゃないかも・・・
　
　点 Fがどのような点なのか考えてみましょう.
注目している部分だけ取り出して図を書いてみます.
　
　たとえば, 辺 ADは
線分 FDを折り目にし
て折ってあり, 折ると
辺DEにぴったりと重
なります.
　長さは
　　ずれますが・・・
　　 ∠FDE = ∠FDA
となります.

A

E D

F
J

K

L

図 8：角の 2等分線

　
辺ADを線分AFを折り目にして折っても, 同様に
長さはずれますが, 辺ADと辺AEはぴったりと重な
ります.
　　 ∠FAE = ∠FAD
　
もう一つの角 ∠AED につても同じように半分に折っ
て辺 AEが円 EDにぴったりと重なります. △AED
は直角二等辺三角形ですね. 直角二等辺三角形のよう
な対称が図形が出てきたら, 対象の中心となる線を
「補助線」として引くというのは図形を考える時のポ
イントとなります.
　 対称な図形は対称の中心を補助線引く
というスローガンを覚えておきましょう.
点 Fから線分 ADに垂線 FLを下ろしましょう.
何が見えてきますか？
　
生徒 A：点 Fから線分 ADに垂線 FKを下ろすと
　　　　　 △FDK ≡ △FDL
　　　　ですね.
先生 T：そうですね・・・合同ということは・・・
生徒 B：FK = FL！
先生 T：どうですか？みなさん！
生徒 A：すごいね・・・
生徒 T：こういうときは, 他に似たようなことが
　　　　いえないか探すんですよ.
生徒 C：点 Fから辺 AEに垂線 FJを下ろすと・・・
　　　　　 △FAJ ≡ △FAL
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生徒 A：そんなら私も！
　　　　点 Fから辺 EDに垂線 FKを下ろすと・・・
　　　　　 △FEJ ≡ △FEK
先生 T：みなさん,すごいですね. Good Job!
　　　　そうするとね,
　　　　　　 FJ = FK = AL
　　　　となるんですよね！すごいね・・・！

A

E D

F
J

K

L

図 9：三角形の内接円

　
　ということは, この
点Fは図のような円の
中心となるということ
です.
　中学校でこの円の
ことを勉強しなかった
人もいるかもしれませ
ん.
　　
　　　

　この円のことを, △AEDの内接円といい, 点 Fは内
接円の中心なので
　　　　 △AEDの内心
といいます.

A

B
C

D

E
FG

H I

首

翼 翼尾

図 10：正三角形から折る鶴？
　正三角形の折り紙を折って, 上の図のような部分を
つくればよいでしょう.
　　 △EAB. △EBD, △EDA
は最初の正三角形を半分に折ればできます.
　そうしてできた
　 △EAB. △EDA, △EBC, △EDC
の 4つの三角形の一つ一つについて, 3つの角を 2つ
に折って内心をだしてやると図 3の形ができます. こ
れを普通の鶴と同じように折っていけばよいとわか
ります.

3 作ってみよう！
3.1 三角形の折り紙から

　　鶴を折ろう！
　正方形の折り紙からつくる「普通の」鶴を開い
てみると, 折り紙のどの部分が, どのようにして首・
尾・翼となるかが解明できました. それを示している
のが次の図です.

ABCD

GHIF

E
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翼 翼

　
図 11：折り方を考える

　
正三角形から作る鶴にも, 首があり, その左右に対象
に翼が 2つあり, さらに尾もできるように, 普通の鶴
と同じような部分を作ろうと考えます.

4 普通の鶴の折り方
正方形は 4つの合同な直角二等辺三角形
　 △EAB , △EBC , △ECD , △EAD
に分けられています.
各三角形は, 3つの角が半分に折られていて, 角の二
等分線ができています.

3つの角の二等分線は 1点で交わり, その点が三角
形の内心となります.

4つの直角二等辺三角形の内心を, G, H, H, I とす
ると
　 △EABの △GAE
と
　 △EADの △FAE
でできる四角形AGEFが, 角の二等分線AG, AFを折
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り目にして △GABと △FADが重ね合わされて, 首の
部分を作っています.
2枚の翼・尾も同様になっていることがわかります.
したがって, 正方形から鶴を作る場合は, まず, こ
の 4つの直角二等辺三角形について, 各角の二等分
線を折ってその内心を取っていきます.

A

B

C

D

図 12：対角線で折る

　まず正方形を対角
線 ACを折り目にし
て半分におります.
　同様に対角線 BD
を折り目にして半分
におります.
　これで 4つの直角
二等辺三角形ができ
ます.

　
A

B

C

D

図 13：タテ・ヨコ半分に折る

　辺 ADを辺 BCに
重ねて二つに折りま
す. 同様に辺 ABを
辺 DCに重ねて二つ
におります.
　これが四つの直角
二等辺三角形の, 直
角の二等分線を折っ
たことになります.
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F

図 14：角の 2等分線を折る

　 △EAD の辺 AD
を辺 AE に重ねて
∠EAD の 2 等分線
AFを折ります.
　同様に ∠ADEの 2
等分線 DFを折りま
す.

　

A
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D

図 15：基本図形を山折り

　左図の太線を山折
りにします.
　太線の点線を谷折
りにします.

　

　

写真 6：山折り・谷折りすると・・・

　

図 16：基本図形

　折りたたむと, このよう
な形になります.
　首になる部分, 尾になる
部分, 翼になる部分がこの
形になります.

　

写真 7：基本図形から翼部分を開く
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図 17：翼を下に折る

　翼になる部分を下におり
ます.
　下図のように, 首と尾
になる部分を半分におり
ます.

　

翼

首尾

図 18：首と尾を折る

写真 8：首と尾をつくる

首・尾となる部分を下に折り, 翼になる部分の間にい
れます.
　首の先端を折ってくちばしをつくれば, 鶴の出来上
がりです.

写真 9：鶴の完成

5 三角形から鶴を折る
正方形できる鶴を分析することによって, 三角形か
ら鶴を作る場合, 首・尾・翼をどのように作るかを考
えて, 次のようにするとよいのではないかと考えま
した.
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図 19：正三角形から作る鶴？

この図で, 本当に鶴が折れるのでしょうか？ 前節で
は正方形から作る鶴の折り方を示しました. この方
法は, 一般に広がっている折り方とは異なっていま
すね. しかし, 一般に知られている鶴の折り方では
三角形から鶴を折ることはできません. 前節と同じ
ようにして鶴ができることを確かめてみましょう.
　

A

B D
C

図 20：角の二等分線を折る

　まず正三角形を半
分におります.
辺 ABを辺 ADに重
ねて折り目 ACを作
ると, 線分 AM は
∠BADの二等分線に
なります,

A

B DC

E

図 21：他の角の二等分線を
折る

　 ∠A の二等分線
を折ったのと同様
にして, ∠Bと ∠D
の二等分線を折り
ます.
　 3本の角の 2等
分線の交点 Eをと
ります.
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図 22：内心をとる (1)

　 △ECD につい
て, 3つの角の二等
分線を折って, 内心
Iを取ります.
　このとき, 線
分 AC を折り目に
半分に折っておく
と, △EBCの内心 H
もいっしょにでき
ます.

A

B D

E

F

図 23：内心をとる (2)

　 △AED につい
て, 3つの角の二等
分線を折り,内心 F
を取ります.
　同様に △EABに
ついても内心Gを
取ります.
　

A

B C

図 24：内心をとる (3)

　 4つの三角形につ
いて, すべて内心を
とります.
　

写真 10：4つの三角形・内心を取ったところ
A

B C

図 25：基本図形を山折り

　基本図形の輪郭と
なる左図の太線を山
折りに, 点線を谷折
りにします.
　

写真 11：基本図形を山折り

写真 12：基本図形をつくる (1)

写真 13：基本図形をつくる (2)
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写真 14：基本図形をつくる (3)

写真 15：翼を下に折る

写真 16：首と尾が残る

首と尾を半分に折って, 折り返し翼の間にいれると

写真 17：首と尾が残る

写真 18：鶴の完成

　尾が短くて見えませんが, 確かにあります.
　本当に鶴ができました.

6 キングギドラをつくろう！
授業が終わってから, 「キングギドラをつくった
よ！」と得意げに持ってきて見せてくれる生徒がお
りました。
昔, ゴジラという怪獣映画がありました. そのシ
リーズの映画のなかで, 宇宙からやってきた悪者怪獣
としてキングギドラというのがありました.
キングギドラは, 3つの首をもち, 翼をもっていて
空も飛べる, ゴジラの強敵でした.
ネットでキングギドラを調べるといろいろな画像
があって, 尾も 2本あるものもありますが, ここでは,
　首が 3つ　尾は 1本　翼は 2つ
であるとして, 紙を折って作ってみましょう.
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写真 19：キングギドラ

正方形でも三角形でも, その中心から放射状に 4つの
三角形に分割をして, ひとつひとつの三角形を内心を
とってさらに 3つに分割しました. そうしてできた隣
同士の部分を合わせて基本図形を作ると, それが首・
尾・翼になるのでした.
首・尾・翼は同じ基本図形からできましたね. した

がって, 全部で 6つの三角形が必要です. そこで, こ
こでは作りやすいように正六角形の紙からキングギ
ドラを作ることとします.
　

写真 20：6つの三角形の内心をとる

写真 21：基本図形山折り

写真 22：基本図形をつくる

写真 23：翼を下に折る (1)

写真 24：翼を下に折る (2)
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写真 25：首・尾を折る

写真 26：完成 (1)

写真 27：完成 (2)

7 折り方を教わって・・・
普通の鶴の折り方を分からなかった人も多かった
のですが, 誰かに折り方を教わってとにかく鶴を作っ
てくることを宿題として今日の授業となりました. 今
は折り方を教えてもらったばかりなので折ることが
できるかもしれません. でも鶴なんか折らない日々
が三か月も続けば, もう折ることができなくなるか
もしれませんね. でも今日の授業を体験した人だっ
たら, また折ろうとしたときに, 首と尾と 2つの翼の
4つがすべて同じ形の部分からなっていて, それを作
るのに正方形を 4つに分けた三角形の一つひとつで
角に二等分線を折って内心を出すことによってでき
ることを思い出せると思います.
一般に知られる折り方に慣れてしまって, しばら
く日にちが経っても難なく折れる人もいるでしょう
が, でもそんな人でも, 三角形の色紙から鶴を折れと
言われても, 頭が真っ白になって何もできないのでは
ないでしょうか？
大切なのは, 折り方の手順を教わって記憶すること
ではなくて, 鶴の 4つの部分を作っているものがどの
ように正方形から作り出されているか, その仕組みを
理解することなのです.
その大切なことをおさえている人だったら, 例え

ば首が 3つで尾が 1つ, 翼が 2つあるキングギドラ
を, 世界で最初に作れる人ですよね.
これから始まる高校の数学の勉強も同じです. 前回

の方程式を解くという問題でも, 考え方を理解もせず
に解き方を覚えて解けるようになる人は, ちょっと状
況が変わった問題になると何も考えることができな
くなってしまいます.

8 まとめ
中学校のときに方程式を解くことを勉強をしまし

たが, みなさんは自分が解いた結果の数値があってい
るかどうかだけに注目してきました. 正しい結論をえ
られるように, どうすれば結果がでるかという「解き
方」を覚えてきて正しく解けるようになってきまし
たが, 忘れてしまった大切なことのなんと多かったこ
とか.
　そして忘れ去られてしまった, 問題として求めら
れているものは何か？ それを求めるための数学的な
考え方とな何か？ 論理的に混同してはいけないもの
を混同してしまっていないかに注意すること, 目的
に応じた式変形を考えること・・・そういうことの方
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が, これから未知の問題を考えるうえで使える力であ
ることを考えると, なんと残念なことだったか.
　これから始まる高校の勉強をするうえで大切な指
針となるのではないでしょうか.

9 生徒感想
●折り鶴といえば折り紙を使って折るという印象し
かありませんでした。正方形からでしか折り鶴を折
れないという印象を持っていたことになるとも思い
ます。先生が正三角形から折り鶴を作るという課題
を出していただき、物事はもっと広い範囲で見てい
くことが大切だと学べました。わからない問題を解
くうえで理論を考えてそこから答えを導くべきであ
るということも学べました。数学の思考する力を試
す問題はこの授業で扱ってくれたうような問題であ
ると実感できました。
●折り鶴を正三角形から作ることについて考えまし
た。私は、折り紙を折るときは、友達に教えてもらっ
たり、本を読んだりして、どうしてこう折ったらこう
なるのか、他の形から始めたらどうなるか、などと深
く考えたことはありませんでした。でも、授業で折り
目を見て、頭や羽はどうなってできるのかを考えて、
家で作り上げたときはおもしろいと思いました。
●正三角形の折り紙で鶴をつくる授業では、最初は
できないと思っていたけど、考えている時はとても
わくわくしたし、楽しかったです。今まで考えたこ
ともない話題だったので、たくさん考えて悩んだり
してとても楽しかったです。
●三角形の折り紙から鶴を折ることが出来るなんて
想像もしていませんでしたが、他の多角形でも出来
ることを知って驚きました。家に帰って挑戦してみ
たものの手当たり次第にやっていたため、あまりう
まく鶴の形になりませんでした。授業では「どうな
ることによって羽の部分が出来ているのか」など理
屈を考えることによって二等辺三角形が関係してい
ることが分かり、三角形の内心を取ることで鶴を作
るための考え方を知ることができました。もう一度
家で挑戦してみようと思いやってみた時は、作るこ
とができたので、次は正五角形でも作れるのではと
思い挑戦してみました。まず正五角形を正方形の折
り紙から作ることにくろうしましたが、授業で学ん
だ「どうしてこうなるのか」という考え方を利用して
鶴のようなものを作ることが出来ました。他の授業
でも理屈を考える事によって楽しく数学を学ぶこと
ができました。次の授業も楽しみにしています。

●探求の時間では、普段の授業と違って、いろいろな
視点から考えることができました。
　はじめの 1時間目の鶴は、正三角形から鶴をつく
るなんて考えもしませんでした。しかし正方形の折
り紙の中から同じ図形がでてきて規則性があること
を見つけた時、見方によっていろいろな考え方がで
きるなと思いました。
● 1時間目の鶴を折る授業では、まず鶴を折ってみ
るのではなく、鶴の体の部位である頭と羽 2つを作
るためにはどこを折る必要があるのかを考えました。
一方通行の思考ではなく、目的を達成するために戻っ
て考えると良い、ということだと思います。
●「正三角形の折り紙で鶴を折る」というのは、まず
普通の折り紙で鶴が折れなかったのでさらに混乱し
ました。立体の問題ではやっぱり創造力、「こう折っ
たらこうなる」と考えられる力が必要なのかなと思
いました。ですが、「正三角形の折り紙」というのが
使ったことがなかったのでとても考えづらかったで
す。でも先生の話を聞いて、折り目だったり折り方、
折った後の形などに注目してみると、考えやすくな
りました。正方形の折り紙の折り方を活用するのも
大切なんだなと感じました。私は、初めて見たりあ
まりみたことのない図形の問題になると、焦ってど
んどん沼にはまっていくので、まずは、冷静に考えて
自分の知識をフルに活用していきたいと思います。
●今までは一つの考え方しか持つことができなかっ
たのですが、様々な視点から問題を捉えることがで
きるようになったと思います。
　最初の授業では折り紙を使って「最初はグー！」と
いうテーマの授業でした。正三角形の折り紙で鶴を
つくるという発想はなく、とても悩みましたが、最後
にどのような形にしていきたいのかという視点に変
えていった結果、少しずつ折り方の正解が見えてく
るようになり、改めて視点の変化というのはとても
大切だと思いました。
●普通の数学の授業のように、計算の公式を使って
問題を解くのではなく、身近にあるものから数学的
なことを考えるという事に衝撃を受けました。
　初めての授業は、正三角形から鶴をつくれるかとい
うものでした。身近なことなのに授業で言われなけ
れば絶対にやらなかったことなので楽しかったです。
最初は初めて考えることなので、全然方法が浮かん
でこなくて大変だったけど、方法を教えてもらった
後、家に帰って自分で作ろうと挑戦したら作れまし
た。作り方を考える過程がすごく楽しかったです。
● 1回目、正三角形から鶴を折ろうとしたとき、まっ
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たくわかりませんでした。もとから自分には図形の
問題には苦手意識があったので、問題に余り意欲が
湧かなかった。しかし、先生がテーマにした「最初は
ゴール」ということ、考え方の筋道がわかった気が
する。自分は今まで、問題を解くとき順番通りに考
えていたが、教えてもらった考え方はゴールがこう
なるからここはこうするといったゴールから考えた
ことを使って問題を解いていくというものであった。
この考え方を知って図形問題を解きたいです。
●正三角形の折り紙で鶴をどうやって折るか考えま
した。最初は何から考えていいかわかりませんでし
たが、「最初はGoal！」によって考えてみると、鶴は
頭、羽が二つ、尾でできていることが分かり、それら
を正三角形から作れば鶴になる、という考えにたど
り着きました。そしてそれらを作るために正方形の
場合ではどうやって折られているか見ると、三角形
の内心が作られていることがわかり、正三角形でも
各パーツをつくるためには三角形の内心を作れば鶴
が折れることがわかりました。2時間目を通して「最
初は Goal！」を考える事が大切だとわかりました。
●三角形の折り紙で鶴をどうやって折るか？という
ことについて考えて、私は最初は無理だと思ってい
た。でも「鶴」とは何かを考えて、四角形の折り紙で
折った鶴の特徴を見つけ出した。また、一回折った
鶴を広げてみて、折り目を分析したことで、どのよう
にして鶴がつくられるのかが分かった。それらのこ
とを活用すれば三角形でも鶴は作れるということに
驚いた反面、興味を持った。これまでに何度も鶴や
他の様々なものを折り紙で折ってきたが、広げて折
り目を分析するというのはやったことがなかったか
らだ。しかも折り目のだいたいは左右や上下対称に
なっていたのもおもしろかった。また、この授業で、
結果からそこにいくまでの過程を遡って考えてみる
ことが大切だということがわかった。
●始めは想像していたような授業でもなく何かを教
えてくれるという感じでもなくて、正直少し戸惑った
感じはしました。今までは、ある程度授業などでふ
れるような問題を主として解いてきたので、いざ分
からない問題があるとどうすればよいのか実際分か
らなかった。まず大切な事は「問題を解く」というよ
いも「問題を理解する」ことだと思った。何かしらの
の規則性や、特徴、手がかりなどがどこをどのように
探せば見つかるのか、ある程度の予想を持つこと大
切だと感じた。最初の折り鶴のときは、まったく分
からなくて、もやもらしたままであったが、考え方を
変えてみると「解ける」まではいかなくても多少道筋

が現れてくると言うことが、非常に楽しいと感じた。
見たことのない問題だから解かずに諦めるのではな
く、問題の規則性、特徴を理解することが、こんなに
も重要な事だとは思っていなかった。実際、数学的
な思考もまだまだ足りていないというのが現状では
あるが、授業で扱う問題に対し、少し接する方法が変
わったような気もする。まだそこまで身につけるこ
とはできていないが、これから少しずつ「数学的な思
考」を持って取り組むことをできるようにしていき
たいと思った。そのため、できるだけ、このような授
業を行ってくれるとありがたい。
●正三角形から折り鶴を作るという時間で「スター
トはエンド」のような、終わりから始めを考えるとい
う考え方がとてもおもしろいなと感じました。まず
結果がどうなって、その結果からどのような過程で
生み出されるのかという考え方を使っていけたらい
いなと思いました。
●折り鶴を使った授業では、今まで考えたことのない
折り鶴の作り方の仕組みを理解することができ、た
だただやり方を覚えて出来るようになるのではなく、
このやり方でなぜそうなるのかといったようなしく
みの部分まで理解することの大切さを学ぶことがで
きた。今まで学んだ数学やその他の教科でも公式を
覚えただけであったり、ただパターンを暗記していた
だけであったりした部分が多くあると思うので、な
ぜそうなるのか？といった考え方を大切にしていき
たいと思った。
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